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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

家族介護者の負担を減らして

橋
はしうら

浦栄
えいいち

一 議員

入
所
の
介
護
施
設
は

満
床
状
態
に
あ
る
。

介
護
支
援
者
へ
の
負
担
の

軽
減
が
で
き
な
い
か
。

隣
町
に
広
域
型
介
護

老
人
施
設
が
開
設
さ

れ
、
待
機
者
は
お
お
む
ね

解
消
さ
れ
る
と
思
う
。
身

近
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

介
護
・
医
療
従
事
者
と
連

携
し
充
実
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

支
援
す
る
。
相
談
窓
口
も

あ
り
、
応
じ
る
体
制
も
整

え
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
希
望
が
多

く
な
る
と
思
う
が
、
誘
致

で
き
な
い
か
。

以
前
、
社
会
福
祉
法

人
が
増
設
を
検
討
し

た
が
、
断
念
し
た
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
料
の
９
割

が
介
護
保
険
料
か
ら
の
支

出
と
な
り
、
単
純
に
増
や

す
と
額
も
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
要
介
護
者
の

増
加
の
動
向
を
注
視
す
る
。

訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
減
や
、
介
護
職
員

の
不
足
に
よ
り
介
護
崩
壊

と
な
ら
な
い
よ
う
手
立
て

が
必
要
で
は
な
い
か
。

国
と
町
の
実
態
が
か

け
離
れ
て
い
る
の
で

国
に
訴
え
て
い
く
。

職
員
を
増
や
す
た
め
、
処

遇
改
善
の
事
業
通
知
、
県

の
介
護
資
格
取
得
事
業
へ

の
補
助
金
や
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
町
も
協
力
し
て
い

く
。

ー
ド
の
練
習
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の

計
画
は
な
い
が
、
関
係
者

と
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

管
理
さ
れ
て
い
る
広

大
な
佐
比
内
サ
イ
ク

ル
パ
ー
ク
を
イ
ベ
ン
ト
に

活
用
で
き
な
い
か
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
４

～
５
回
、
佐
比
内
金

山
祭
、
ス
ケ
ー
ド
ボ

岩
手
県
唯
一
の
自
転

車
競
技
場
だ
が
、
利

用
者
数
は
減
っ
て
お
り
、

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
方
策
は
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体

な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
の
会
場
や
、
紫
波
総

合
高
校
を
含
め
た
県
内
の

高
校
自
転
車
競
技
部
や
プ

ロ
の
競
輪
選
手
の
練
習
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

令
和
６
年
６
月
に
東

北
高
等
学
校
の
大
会

が
あ
り
、
小
学
生
に
も
観

戦
す
る
良
い
機
会
で
は
な

い
か
。有

意
義
で
は
あ
る
が
、

小
学
校
は
年
間
行
事

が
決
ま
っ
て
い
る
。

日
曜
日
の
観
戦
日
程
は
知

ら
せ
た
い
。

答 相談に応じる体制も整えている

問町長

問

問

問

介

護

問 町長

人材確保を

サイクルパークの活用を

インクルーシブを意識すべき

長寿介護課長

長寿介護課長

自転車の町

自
転
車
競
技
施
設
の
活
用
を

答
利
用
推
進
の
在
り
方
を
協
議

生涯学習課長

生涯学習課長 問
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

広
域
化
を
知
ら
な
い

人
が
大
半
で
あ
る
。

町
民
に
説
明
が
必
要
で
は

な
い
か
。

組
合
設
立
前
に
、
町

で
説
明
し
た
。
首
長

が
合
意
し
、
議
決
を
得
て

設
立
さ
れ
、
方
向
性
は
示

し
て
い
る
。
段
階
的
に
情

報
が
届
く
の
で
周
知
し
た

い
。

災
害
時
の
リ
ス
ク
か

ら
も
、
ご
み
処
理
施

設
を
１
カ
所
に
す
べ
き
で

国
は
、
ご
み
減
量
と

資
源
化
、
焼
却
施
設

は
小
さ
く
す
る
方
針
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
ご
み
処

理
広
域
化
に
疑
問
が
あ
る

が
、
現
在
の
進
捗
、
見
通

し
、
町
の
考
え
は
。

県
央
８
市
町
の
ご
み

焼
却
施
設
の
整
備
や

運
営
を
共
同
で
行
う
た
め

「
盛
岡
広
域
環
境
組
合
」

を
設
置
。
ご
み
焼
却
施

設
の
整
備
予
定
地
の
調
査
、

計
画
の
検
討
、
施
設
の
規

模
や
仕
様
な
ど
審
議
し
て

い
る
。

知
し
て
い
く
。

災
害
時
に
性
犯
罪
が

増
加
す
る
。
日
頃
の

周
知
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
役
場

な
ど
に
掲
示
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
災
害
時
に
も

避
難
所
に
掲
示
で
き
な
い

か
。
さ
ら
に
、「
は
ま
な

す
サ
ポ
ー
ト
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
女
性
が
訪

れ
る
こ
と
が
多
い
課
の
窓

口
に
置
け
な
い
か
。

男
女
共
同
参
画
の
観

点
か
ら
、
生
活
部
と

協
議
の
上
、
掲
示
・

設
置
を
検
討
す
る
。

係
づ
く
り
、
事
前
の
役
割

分
担
が
重
要
で
あ
る
こ
と

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

防
災
訓
練
を
自
主
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

「
避
難
行
動
要
支
援

者
」
の
周
知
や
支
援

の
課
題
は
。
ま
た
、
配
慮

が
必
要
と
知
ら
せ
る
「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」
の
周
知
を

拡
大
で
き
な
い
か
。

要
支
援
者
３
６
２
人

に
地
域
支
援
者
が
付

い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
は
、
避
難
所

で
も
有
効
と
思
う
の
で
周

自
主
防
災
組
織
率
は

84
・
７
％
で
あ
る
。

地
域
ご
と
に
異
な
る
状
況

に
対
し
、
町
の
取
り
組
み

は
。

公
的
機
関
に
よ
る
救

助
は
限
界
が
あ
る
。

地
域
内
で
助
け
合
え
る
関

は
な
い
と
思
う
が
。

災
害
に
強
い
構
造
物

の
計
画
だ
が
、
災
害

時
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

焼
却
方
式
、
施
設
建

設
な
ど
費
用
の
全
体

像
が
見
え
な
い
が
、
進
め

て
い
い
の
か
。

不
確
定
な
も
の
が
あ

り
、
一
つ
ず
つ
確
定

し
な
い
と
費
用
は
出
な
い
。

進
ん
だ
段
階
で
知
ら
せ
る
。

ごみ処理

ご
み
処
理
広
域
化
、
町
の
考
え
は

村
むらかみ

上みさと 議員

答
費
用
の
低
減
、環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る

問

問

町長

問

答「自助」「共助」が重要
防

災

インクルーシブを意識すべき

問

問

問

備えあれば憂いなし

より良いごみ処理を

産業部長

産業部長問産業部長

町長

生活部長

企画総務部長

インクルーシブ…年齢、性別、障がいの有無、人権など様々な
　　　　　　　　違いを認め合いお互いを尊重し合う考え方。

※ヘルプマーク
義足使用、難病、妊娠等、外見で分かりづ
らくても援助や配慮を必要としている方が、
周囲にお知らせできるマーク。

※はなますサポート
性犯罪、性暴力の被害にあった方に医療や
法的支援等を行う支援体制。
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
全国に関心を持たれる取り組みを

藤
ふじわら

原惠
け い こ

子 議員

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
全
国
か
ら
の

視
察
も
多
数
あ
り
、
視
察

の
様
子
が
テ
レ
ビ
番
組
で

放
映
さ
れ
た
。
今
の
状
況

か
ら
さ
ら
に
全
国
か
ら
関

心
を
持
た
れ
、
紫
波
町
に

楽
し
ん
で
滞
在
し
て
も
ら

う
取
り
組
み
が
で
き
な
い

か
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
公
民
連
携
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
町
民

の
資
産
で
あ
る
町
有
地
を

活
用
し
、
財
政
負
担
を
最

小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
公

用
・
公
共
施
設
の
整
備
と

民
間
施
設
な
ど
の
複
合
開

発
を
進
め
、
平
成
29
年

4
月
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
の

開
園
を
も
っ
て
整
備
を
完

了
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
企
画

合
同
会
社
が
有
料
で
行
っ

て
い
る
視
察
は
令
和
5
年

度
は
2
月
末
実
績
で
１
４

４
件
、
1
月
20
日
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
紹
介
さ

れ
た
。
今
後
も
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
す
上
で
民

間
活
力
を
生
か
し
た
町
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
財
政
負

担
の
軽
減
の
両
立
を
目
指

し
て
い
く
。

公
民
連
携
を
活
用
し

た
取
り
組
み
の
発
信
、

楽
し
ん
で
滞
在
で
き
る
方

策
は
。リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
や
学
校
跡

地
活
用
、
遊
休
不
動
産
の

活
用
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、

主
体
と
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
よ
り
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
が
「
町
の
価

値
を
高
め
る
」
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
企
業
や
異

業
種
展
開
を
促
し
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ

る
土
壌
が
形
成
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

視
化
、
画
一
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
財
務
事
務
の
様

式
を
統
一
化
し
、
全
員
参

加
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
組
織
全
体
で
財

務
に
関
す
る
事
務
品
質
向

上
を
図
っ
た
。
こ
の
成
果

を
踏
ま
え
、
取
り
組
み
を

一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、

持
続
的
に
運
用
し
て
い
く
。

指
定
都
市
を
除
く
市

町
村
は
努
力
義
務
だ

が
、
町
独
自
の
取
り
組
み

は
。

町
で
は
制
度
導
入
の

主
旨
に
鑑
み
、
町
に

見
合
う
形
で
独
自
の
内
部

統
制
制
度
を
導
入
し
た
。

町
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、

事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
事
務
手
順
を
可

令
和
4
年
度
か
ら
本

格
稼
働
し
た
「
紫
波

町
版
内
部
統
制
」
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
状
況
と
成

果
は
。内

部
統
制
制
度
は
、

地
方
公
共
団
体
の
行

政
事
務
上
の
リ
ス
ク
を

想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

業
務
の
適
正
執
行
を
目
的

と
し
て
い
る
。
導
入
か
ら

約
2
年
の
成
果
は
、
事
務

の
熟
度
が
向
上
し
、
事
務

処
理
過
程
で
生
じ
る
様
々

な
課
題
に
丁
寧
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
計
画

（Plan
）・
実
行
（D

o

）・

評
価(Check)

・
改
善

（Action
）
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
が
適
切
に
機
能

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

答 多様なサービスで町の価値を高める

問町長

問

問

町長

公
民
連
携

町長

問

町長

内部統制

事
務
処
理
の
「
見
え
る
化
」、
取
り
組
み
と
成
果
は

答
品
質
向
上
を
図
り
熟
度
が
向
上マネージメントサークル

オガール広場




